
















【社会医療法人仁寿会】住民の「どうありたい」を専門職の「つながり」で実現する地域包括ケアの推進（総括表）及びしまね型圏域課題解決推進事業での取り組み状況
「どうありたい」…地域包括ケア植木鉢図の”鉢+お皿”

「つながる」…地域包括ケア植木鉢図の”葉っぱ+土”

平29 平30 令1

Ⅰ．「どうありたい」住まうための思いにどれだけ提案できたか
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（1）人生会議普及啓
発

①人生会議に関する研修会の
開催

〇 〇 〇

・緩和ケアネットワークおおだ
・おおなん元気サロン
・かとり司法書士
・島根県慢性期医療協会

・在宅看取りシンポジウム開催
・地域救急支援体制考えるシンポジウム開催
・おおなん元気サロンへの出前研修開催

・在宅看取り/地域救急支援体制を考えるシンポジウ
ムを計３回開催し、地域住民や医療介護関連専門
職の見取りに対する課題を抽出できた。
・邑智郡唯一の住民がんサロンである、おおなん元気サ
ロンへ計5回出前講座を実施し、がん患者が在宅で療
養するために必要な情報提供の実施ができた（患者
家族の目線になれた）。

①邑智郡でのがんサロン体制案の実現ができなかっ
た。
②現在のおおなん元気サロンの継続性を担保するため
の支援を行う。

【地域の住民活動を持続させる】
①邑智郡がんサロン体制持続支援
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②既存団体との連携
（住民、専門職）

〇 〇 〇

・おおなん元気サロン
・かとり司法書士
・大田緩和ケアネットワークおおだ

・在宅看取りシンポジウム開催
・エンディングノート作成に向けた勉強会開催（専門職
派遣）

・在宅看取りシンポジウムを計2回開催し、地域住民
や医療介護関連専門職の見取りに対する課題を抽出
できた。
・司法書士によるエンディングノート等勉強会を計2回
開催し、”こうしたい”の現状を把握することができた。

①オリジナルエンディングノートが完成に至らなかったが、
サンプルは作成することができた。
②市場に様々なサンプルもあり、既存のノートでは記入
する情報量も多いため、記載情報の集約が必要。ま
た、記載内容が遺言ではないため、あくまでも”こうした
い”を話し合うきっかけにできるノート作成が課題となっ
た。また、支える世代を増やすためにも、こども世代から
の教育推進が課題です。

【住民の意識啓発を行う】
①次世代（こども）へのがん教育普及
②エンディングノート作成支援（司法書士連携）

新規事業①
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（2）病院や施設に代わ
る新たな療養場所で“住
まう”実現

①まちづくり事業との連携 地
域コミュニティー活性化

〇 〇 〇

・川本町社会福祉協議会
・川本町
・川本町商工会
・大田市長久町
・三原の郷未来塾
・イワミ村田製作所

・医療近接型住まい「穏」開設
・川本町弓市魅力化ワークショップ連携
・川本町商工会 弓市未来化構想との連携（町の
機能をゾーン化）
・三原の郷未来塾への出前研修
・健康と音楽と研修 住民参加シンポジウム開催
（大田市）サ高住の社会化モデル事業
・和かち逢う家地域サロン開始（長久町）
・イワミ村田製作所外国人労働者の診療支援につい
て意見交換と提案

・川本町弓市魅力化ワークショップ参加5回、商工会
や川本町役場関係部署との会議4回行い、川本町町
政方針に弓市地区のゾーン化決定につながった。
・三原の郷未来塾への出前研修5回行い、その地域で
の課題共有と解決を支援した。
・住民参加シンポジウムを川本と大田で計2回開催し、
在宅療養を支える社会資源の情報を住民へ直接提
供・考えていただく機会を作った。
・和かち逢う家サロン活動を月6回スタートし、近隣住
民に「サ高住」を知っていただく機会を作った。それをきっ
かけに、施設利用等につながっている。
・大田での外国人労働者の課題を共有、通訳とのオン
ライン診療サポート等の課題を島根県事業を提案しな
がら解決した。

①様々な地域に出向き、特有の課題に対して対応し
てきたが、住民主体が原則であるため”きっかけ”づくりレ
ベルでの活動になった。
②エリアを絞り、その地域で主体的に活動しているグ
ループと連携することで、新たな企画提案を行う。

【地域で既存の集まりやすい場所を活用したきっかけ
づくり・施設の社会化・まちづくりへ参加しニーズを把
握する】
①島根おおだ健康ビューロー「ヘルスケアツーリズム」と連
携した、住民参加型啓発イベント企画
②川本町商工会弓市未来化構想との連携
③三原の郷未来塾との連携
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②ボランティア（セミプロ）の養
成支援

〇 〇 〇

・川本町社会福祉協議会
・川本町ボランティア会
・川本町
・邑南町
・大田市

・医療近接型住まい「穏」でのボランティア連携協定締
結
・邑南町ボランティア養成講座への講師派遣（管理栄
養士）
・大田市通いの場ボランティアスタッフへの出前研修実
施

・川本町ボランティア会との連携実績を1ケース作ること
ができた。
・邑南町ボランティア養成講座（羽須美、矢上、田
所）へ計3回講師を派遣した。邑智郡食事栄養支援
協議会（歯科医師、管理栄養士）による口腔ケアの
重要性について元気で支える住民レベルへの情報提
供ができた。
・大田市内計15地区へ計65人の専門職を出前研修
で派遣した。各地区ごとでの医療介護ニーズや提供体
制は様々であり、在宅生活継続に関する課題を共有
できた。

①様々な地域に出向き、特有の課題に対して対応し
てきたが、住民主体が原則であるため”きっかけ”づくりレ
ベルでの活動になった。
②エリアを絞り、その地域で主体的に活動しているグ
ループと連携することで、新たな企画提案を行う。
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③大田市通いの場整備事業
との連携

〇 〇 〇

・大田市
・大田市内各自治会

・大田市内15か所以上の通いの場へ専門職出前研
修実施
・大田市地域リハ協定締結
・大田市長久町通いの場立ち上げ支援

・大田市内計15地区へ出前研修を実施した。各地区
ごとでの医療介護ニーズや提供体制は様々であり、在
宅生活継続に関する課題を共有できた。
・長久町通いの場については、立ち上げからメンバーとし
て参画させていただき、住民主体活動について学ぶこと
ができた。

①地域への専門職による支援については、マンパワーの
関係で充実していない、がニーズは高い。
②その地域にある医療介護資源から専門職を派遣で
きる体制づくりが課題（その地域を知っている地域の専
門職が支える体制が理想）である。

Ⅱ．「つなげる」専門職で提案できる選択肢をどれだけ作れたか
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（1）救急から慢性期医
療までの確保

①4病院連携協定

○ ○

・県央保健所
・大田市立病院
・石東病院
・公立邑智病院

・大田圏域4病院連携協定締結
・石東病院、大田市立病院と加藤病院での医師相互
派遣

・大田圏域4病院連携協定を締結した。
・連携病院間での医師交互派遣している。
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②病床機能分化に向けた連
携調整 ○ ○ ○

・邑智郡医師会
・公立邑智病院
・医療法人徳祐会
・邑智郡総合事務組合

・病床機能分化に向けた医療連携推進コーディネー
ター配置事業活用 邑智郡内事業所での意見交換
会開催
・邑智郡介護保険計画策定への支援

・病床機能分化に向けた医療連携推進コーディネー
ター配置事業活用している。

8

（2）圏域における医療・
介護等の機能共有

①認知症支援体制

○ ○ ○

・県央保健所
・大田市
・川本町
・エーザイ
・大田圏域認知症ネットワーク協会
・連携型認知症疾患医療センタ（大田シルバー
クリニック）

・認知症研修への専門職派遣
・大田エリア認知症講演会:認知症ケアパスの提案
・認知症サポーターキャラバン開催（川本:あいあいの
家、大田:和かち逢う家）
･川本町/エーザイ㈱認知症連携協定記念講演会後
援

・認知症研修への医師講師派遣2回実施（住民やケ
アマネや訪問看護スタッフ対象）
・認知症サポーターキャラバン開催（川本:あいあいの
家、大田:和かち逢う家）計4回開催
・意思決定や在宅療養をサポートする体制について考
えるきっかけになった（司法書士の関りも含め）。

①各地域で既存の認知症サポートチームによる支援
体制もあり、しまね型事業として連携できる範囲が少な
かった。行政等から依頼された地域住民への情報提供
や講習会開催するまでとなった。
②認知症サポートキャラバン等については継続し、地域
の特性（社会資源やサポート体制等）に合わせた支
援体制の構築が課題となる。

【住民の意識啓発のための専門職連携を推進する】
①認知症サポーターキャラバンの開催
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②緩和ケア支援体制

※活動はⅠ(1)と同じ ○ ○ ○

・緩和ケアネットワークおおだ
・おおなん元気サロン
・邑南町
・美郷町
・川本町

・緩和ケアネットワークおおだとの大田市における緩和ケ
ア体制の意見交換会（定期巡回随時対応型訪問
介護看護の活用提案）
・邑智郡でのがんサロン開催に向けた意見交換会
・おおなん元気サロンとの連携開始（患者ニーズの把
握）

・邑智郡内でのがんサロン開催に向けた意見交換会を
邑智郡3町と計2回開催した。おおなん元気サロンにも
参加いただき、現状の活動実績を共有した。

①邑智郡については、各町での支援体制に差があり、
現状は邑南町のみ行政支援を実施している。
②Ⅰ（1）②と重複。

【住民の意識啓発のための専門職連携を推進する】
①次世代（こども）へのがん教育普及
②エンディングノート作成支援(司法書士連携）
③邑智郡でのがんサロン開催支援

－
Ⅰ（1）②
と重複
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③地域の専門職スキルシェア

○ ○ ○

・川本福祉会
・大田市社会福祉事業団
・おおなん福祉会
・富永歯科医院

・川本福祉会との合同カンファレンス
・大田市介護事業所への出前研修
・仁寿会メディカルスタッフスキルアップセンター設置
・特養あさぎりとの合同カンファレンス
・富永歯科医院歯科衛生士合同研修

・邑智郡内介護事業所5事業所への出前研修や
Webを活用したカンファレンス年2回程度実施した。
・大田市内介護事業所2事業所への出前研修を年2
回実施した。
・各地域でケアを共通する患者利用者（同じ患者利
用者へ、複数の事業所がサービス提供を行っている
ケースが多い）へのケア標準化に向けた専門職スキル
アップ体制を構築できた。
・患者3例について、歯科と医科との情報共有をまめ
ネットを活用し行った。入院中の口腔ケアへのアドバイス
を歯科医師から情報提供いただくことができた。

①大田市で開催企画した研修会については、新型コロ
ナ対策のため延期となった。
②圏域内で、また職場を離れることなく専門的な研修
が受けれる体制づくりが課題であり、まずは仁寿会独自
できっかけづくりを行い、まめネットを活用した遠隔研修
も視野に入れて次年度取り組む。

【専門職のスキルアップ支援を行う】
①仁寿会メディカルスタッフスキルアップセンターの活用
②介護事業所への出前研修と合同カンファレンス開催

ステップアップ
事業①
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④訪問サービスの利用促進
（看護・栄養など）

○ ○

・島根県訪問看護ステーション協会（ラシック）
・島根大学医学部

・健康と音楽と研修 住民参加シンポジウム開催
（川本町、大田市）

・計2回開催した。在宅療養を支えるサービスについ
て、事前に情報を提供・課題の共有ができた。
・シンポジウムをきっかけに、他の医療介護関連専門事
業所との連携機会を得ることができた。

①情報提供後に地域でのサービス提供機会がどのよう
になったか把握ができていない。仁寿会では、訪問看
護については川本・大田での利用者は増加している。
②ケアマネジャーへの情報提供等、継続した啓発が課
題となる。今後は2（1）②の事業でフォローする。

【在宅療養を支えるサービスについて情報提供を行
う】
①訪問看護等在宅療養を支えるためのサービス情報
の提供

圏域課題
補助事業
の対象外
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（3）ICTを活用した情
報共有と連携

①まめネットを活用した情報共
有

○ ○ ○

・しまね医療情報ネットワーク
・県央保健所
・大田市
・邑智郡総合事務組合
・邑南町

・Web会議実証実験支援
・まめネット公開項目の拡充
・大田市ケアプラン交換サービス参加
・Web会議利用促進（他事業所とのカンファレンス実
施）
・まめネット普及啓発支援

・まめネットWeb活用件数（仁寿会内年間120ケース
以上、多事業所年間20ケース以上）、仁寿会独自
でliveon導入し活用ケースについては多事業所へ情
報提供している。
・新型コロナ対策へのWeb活用（Web面会など）し
ている。

①セキュリティーを担保するため、患者利用者にかかわ
る共有はまめネットを活用しているが、ログイン等制限も
あり操作が容易ではないことが導入障害になっている。
また、利用メリットについても周知しきれていない。
②行政や基幹病院等での導入・連携事例を強力に
発信（Web会議を指定するなど）することで利用拡
大につながる。

【まめネットの利用を推進する】
①邑智郡総合事務組合や邑智郡ケアマネ事業所を
巻き込んだ利用促進活動
②大田市との連携
③Web会議システムなどの効率的な活用事例の発信

ステップアップ
事業②
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②グループウェアを活用した情
報共有

○ ○

・邑智郡歯科医師会
・益田鹿足歯科医師会
・リハビリテーションカレッジ島根

・島根県歯科医師会食支援マニュアル作成に向けた
意見公開会で活用

・利用していた無料コンテンツ終了のため中止した。
・島根県歯科医師会との話し合い計2回開催した。

①歯科医師会独自の活動に切り替わったため、連携
事業での支援は終了した。
②邑智郡食事栄養支援協議会での歯科医師会との
連携を継続しながら支援を行う。
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（4）食事栄養支援 ①邑智郡食事栄養支援協議
会支援

○ ○ ○

・邑智歯科医師会 ・口腔ケアサポーター等の養成（研修・ケアマネ法定外
研修登録…117名を養成
・食事形態一覧表運用開始

・邑智郡内における食事栄養支援に関する意見交換
会研修会を計10回開催し、口腔ケアに関する医療介
護関連専門職の課題を共有した。
・邑智郡口腔ケアサポーター研修を年1回開催し（合
計6回）、各事業所での口腔ケア業務に従事していた
だいている。また、令和元年度からはケアマネ法定外研
修として登録開始した。
・食事形態一覧ひょうについて、雲南圏域へ情報提供
した。他の圏域や既存運用地域の情報収集し、改善
につなげている。

①口腔ケアサポーターの活動フォローとして課題を抽出
した。各事業所の運営方針もあり、サポーター業務とし
て明確になっていない。また、ケアマネジャーによるケアプ
ラン策定に関して、口腔ケアに関する記述や歯科医療
機関等との連携については不十分と歯科医師から指
摘があった。
②ケアプランへの口腔ケア充実に向けたケアマネとの連
携強化が課題である。

【ケアマネジャーが口腔ケアに関与しやすい体制を構
築する】
①養成した口腔ケアサポーター等の活動拡大

ステップアップ
事業③
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②大田食事支援研究会（食
任会）支援

○ ○

・大田食事支援研究会（食任会） ・サ高住和かち逢う家でのくちビルディング選手権開催
（口腔機能を遊びで高める）

・サ高住和かち逢う家でのくちビルディング選手権開催
し（大田食事支援研究会後援）、大田市内の各通
いの場スタッフにも体験していただくことで、住民活動プ
ログラムへの参考としていただいた。

①大田食事支援研究会単独でできる事業とできない
事業があり、引き続き後援等連携が必要です。
②大田食事支援研究会のメンバーは限定的であるた
め、各所属事業所の運営方針等により活動制限もあ
ることから、引き続き仁寿会として連携事業のつながり
を提供することにより、活動促進を支援することが課題
です。

【大田市における食事栄養支援体制構築を支援す
る】
①大田食事支援研究会（食任会）との連携
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③邑智郡地域包括口腔ケア
会議

○

・邑智歯科医師会
・邑智郡総合事務組合
・邑南町
・美郷町
・川本町

・邑智歯科医師会地区会への参加
・邑智郡地域包括口腔ケア会議開催支援
・邑智郡介護保険計画策定への支援

・邑智郡地域包括口腔ケア会議を1回開催した。歯
科医師会で調整となると先生がたの業務負担があるた
め、仁寿会で支援し開催につなげることができた。

①島根県医師会主体事業ではあるが、会議を受けて
具体的な活動となると郡歯科医師会単独では困難で
あり、引き続き支援が必要です。
②新たな会議の創設は困難であるため、既存の会議
等と連携が必要になる。特に後期高齢者歯科口腔健
診への行政との連携強化が課題として挙がっているた
め、仁寿会がつなぎ役としてサポートする必要がありま
す。

【邑智郡地域包括口腔ケア会議の定期開催を支援
する】
①後期高齢者歯科口腔検診へのフォローアップ体制
強化（情報共有）
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④食べることに関する研修会の
開催 ○ ○

・邑智歯科医師会
・邑南町
・県央保健所

・大田圏域医療介護連携多職種研修後援
・高齢者の栄養を考えるシンポジウム開催
・邑南町ボランティア養成講座への講師派遣（歯科医
師、管理栄養士）

・2（4）①と重複。 ・2（4）①と重複。 【住民の”食べる事”への意識啓発を行う】
①食べることに関する住民や専門職を対象とした研修
会開催

圏域課題
補助事業
の対象外

【地域のリーダーとなる住民団体を支援する】
①島根おおだ健康ビューロー「ヘルスケアツーリズム」と連
携した、住民参加型啓発イベント企画
②大田市「わたしの町の看護師さん事業（仮称）」と
の連携
③大田市「通いの場整備事業」との連携
④三原の郷未来塾との連携

【地域医療介護の持続可能性を担保するため他事
業との協同する】
・4病院連携協定事業
・病床機能分化に向けた医療連携推進コーディネー
ター配置事業

R2圏域課題
解決推進
事業での取組

整理
番号 取組の目的 内容

取組年度 仁寿会とともに
事業実施に取り組む団体

H29～R1取組実績 R2 取組内容H29～R1取組による成果 取り組みを踏まえた現在の課題
（R2年度事業実施における課題）

圏域課題補助事業の対象外

新規事業②


